平成19年度新規採用職員合同研修会アンケート集計結果

千葉県高齢者福祉施設協会

実務研修委員会

本アンケートは、平成19年6月19日～20日にかけて千葉県鴨川市にて、千葉県高齢協・デイ協・地域包括在支協の３協会共催でおこなった「平成19年度新規採用職員合同研修会」の参加者に対して実施したものです。今後の研修内容を練る上での参考にするため、集計結果を以下の通りまとめました。

· アンケート回答者数　１３０人

· 以下の４つの質問に対して、自由記述で回答してもらっています。

質問①　研修を通して一番学んだことはどんなことですか？

	接遇マナー・コミュニケーションの重要性
	96

	福祉施設職員としての心構え
	42

	介護保険制度
	12

	他施設との情報交換の重要性
	12

	身体拘束廃止・リスクマネージメントの重要性
	11

	医療面の知識
	7

	その他
	4


　　※複数回答・無回答あり

②　この研修で学んだことをあなたの施設でどのように活かしたいですか？

　　
	接遇・言葉遣いを改めたい
	47

	自施設の職員と話し合い、課題を共有したい
	36

	自分にできることから実践したい
	20

	自分自身の考えを改めたい（介護の姿勢・身体拘束に関する考え方等）
	16

	その他
	7


　　※複数回答・無回答あり

③　今後どのような研修を希望しますか？

　　
	介護技術について（実技含む）の研修
	21

	介護保険制度についての研修
	10

	他施設との情報交換ができる研修
	9

	他施設を見学し、いろいろな取組みを見る研修
	8

	リスクマネージメントに関する研修
	8

	レクリエーションに関する研修
	6

	グループ討議主体の研修
	5

	接遇マナーに関する研修
	5

	認知症高齢者に関する研修
	5

	看取りに関する研修
	4

	機能訓練・リハビリ（介護職）に関する研修
	3

	ユニットケアに関する研修
	3

	その他
	30


　　※複数回答・無回答あり

④　その他自由に感想を記載ください。

　　
	他施設職員と交流ができてよかった（同じ悩みをわかちあうことができた、仲間ができた等）
	34

	勉強になった
	22

	楽しかった
	10

	その他
	24


　　※複数回答・無回答あり

